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凡例




これは「隨筆」第一卷第六・七號（昭和二十一年十一月一日　矢代書店刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

誤字・誤植と思われるものも底本どおりとし、ママルビを付して〔　〕内に訂正しました。また、脱字と思われる場合は〔　〕内に補足しました。








書齋日記




高群逸枝







硏究




　隨筆の名にめでて、本誌からのすすめを、うつかり承知してしまつた。私は仕事の關係から、新聞雜誌とは絕緣してゐるのであるが、一書齋人としての經驗、感想などを、自分の日記に、詩のやうな形にして書きつける習慣をもつてゐるので、それからところどころ拔いたなら、文字通り隨筆に該當するかも知れないし、ひさしく疎遠に打過ぎた友人たちへの便りにもならないかと考へて、つい禁を破つたのであつた。

　さて、けふの日記には、私は次のやうな詩を書いた。

○學問と花


學問はさびしい

途中で一二ど世間の目にふれることもあるが

すぐ雲霧の中に入る道

この通をこつこつ行けば

路傍の花が「わたしもさうですよ」といふ

春はなずなの花が

秋は尾花がさいうふ



　このごろだと、朝起きるのが五時前、夜やすむのは十時過ぎ、日中は暑くてとかくやすみがちになるから、正味十二時間の勉强はなかなか骨であるが、これだけはつとめないと、たまにはやむを得ず休む日があるので、平均一日十時間のきまりが狂つてしまふ。學問には飛躍はゆるされない。くる日もくる日も默然と机に向うだけである。私の着物は、すべて前と右側が見る人がびつくりするほど色褪せてゐる。光線をそちらから受けるためである。かうして、すでに十五年が過ぎ、ここに私は靑春をうづめた。

　私の仕事に同伴者のないことは、二重のさびしさである。やうやく「女性史」第一卷（母系制の硏究）が出て、多少世評にのぼつたときには、同じ道にと志をよせた人たちもいくらか出て、喜んだのも束の間、それらの人々も、根氣が第一だといふことがわかると、いつしらず姿をけしてしまつた。私はまたひとりぼつちとなり、第一卷でかへりみられぬ足掛け九年の日子を費やしたやうに、第二卷（招婿婚の硏究）でも同じ状態にある。

○かなかな


かなかなの聲

わが社での

ひとこゑ

うらさびしい雨の日の

わが社での

ひとこゑ

ペンおいて

聞き入る私に

怠るなと



　私の杜でかなかなが啼く。每年その聲をきくごとに、なぜか「一寸光陰不可輕」といふあの詩がしみじみと思ひ出される。かなかなについで、みんみん蟬が鳴き、法師蟬がなく、蟬はどの蟬も時を惜んでないてゐるやうである。

○科學者


私の硏究も

やうやく整理の段階に入つた

心には種々のものがみちあふれ

なにか讀めば

つれて湧くものがある

喜びと不安

私は私の心にいふ

「科學者であれ」



　右は、ことし五月二十五日の日記から。意味は詩人的感激をいましめたもの。だが、翌日の日記には、次のやうな感激をもらすことを禁じ得ない。

○勝利


私は勝たうとしてる

長い苦しい硏究に

私は勝たうとしてる

もう一步だ

山は見えた

ああ私は勝たうとしてる



　さきの「母系制の硏究」では、「新撰姓氏錄」を中心資料とし、これに載つてゐる千餘氏に關する系譜的記錄をなほ他の文献から蒐めて、主題の硏究をしたが、こんどの「招婿婚の硏究」では、平安朝から室町にかけての諸家の日記を中心とした。さきのにも苦しんだけれども、こんどのははじめ比較的安易に考へてゐたのが裏切られて、前卷以上の苦心であつた。

　諸家の日記も、「小右記」「中右記」「玉葉」「明月記」など、若い時分から老年に及んでゐるものが多く、文章は一流の日本的漢文で讀みづらく、讀破だけでも時間がかかつたが、そんな外的な條件は別として、婚姻そのものを理解する上にその土臺としての家族制が究められねばならない。ところが、噓のやうな話であるが、家族制の歷史的硏究は、わが國に關するかぎり全く行はれてゐない。そこで私は、日記その他によつて、各時代の家族表をまとめた。だが、それで終つたのではなかつた。さらにそれの據つて立つ社會的、經濟的事情を見なければならなかつた。かうして、今年に入つて、前記の詩ができるまでにはなつたが、いつ起筆の運びになるかはまだ分らない。




四季




　決定された生活、飛躍のない生活、根氣仕事——ともすれば書物の堆積におしひしがれさうな氣がしないでもない。しかし、書齋の囚人にも詩心は遂に失はれない。獨坐して四季を感じ、貧しい起居飮食にも美を享受し、慰められる。

○行く春


雲しろい空に頰白が啼きしきリ

若葉けむる木かげには娘らが二三人

なにを思ふか

だまつて彳んでる

讀書の疾れをやすめようと

門を出て一二步あるけば

私の心もさびしく

道のべの雜草にさへ

なにかいひかけたい氣がする

行く春よさようなら

私はかういつて書齋に歸る



　四月二十七日の日記にこの詩が見える。私のところは、昔の世田ケ谷屋形の在所。移り住んだ當時は、農家が散在してゐたぐらゐのものであつた。いまは家がたてこんできたけれども、どこかの片隅には、まだ昔の名殘をみとめることができる。こんな場所柄だからだらう。晩春頃は感がふかい。

　　「行く春や一椀の茶に泣きにけり」

　こんな駄句もできた。

　こ〔の〕時期が過ぎ梅雨に入ると、書齋生活は單調でゆううつをまぬがれない。それを救ふやうに、或る朝あやめが咲く、きいろである。學者の說に、梅雨期は色彩か黃だといふ。

○きいろ


きいろ、きいろ

梅雨どきのきいろ

あやめのきいろ

わが書窓ちかく

たのしく咲く

きいろのあやめ

うれしく咲く

梅雨どきのきいろのあやめあはれ



　あやめの次は鳳仙花だ。私は每歳、朝顏と鳳仙花の種子を十月中旬頃に收穫して、早春に蒔くのである。次の詩の鳳仙花は、もう十年以上窓下につづいてゐて、一向衰へない。

○鳳仙花


鳳仙花、鳳仙花

わが書齋の

東の窓の鳳仙花

人がくると

主人は留守ですといつてる

あでな花よ鳳仙花

昔は平安朝の庭々に咲いて

坪花といはれたさうな



　凉風がたつて、稻が黃ばみはじめる。書齋の中までも、あの健康な穗の香がたちこめる。お米が足りないからではないが、稻の香ほど好もしい香も少なからう。勉强もこのごろになると張りが出る。

　わくら葉とともに秋が深み、時雨が殘りの葉を染めて行く。

○うるめ


うすら塞い晩秋の夕ぐれ

舞ひちるわくら葉を

掃きあつめて燒して

その火で故鄕のうるめを燒く

幸福感でいつぱい



　それから、秩父おろしが屋後から襲ひかかり、木といふ木は葉をおとし、長い長い冬に入る。

○冬


うす陽が梢からさしてくる

その梢はもう裸で

さむざむと大氣の中に立つてゐる

私たちは老年の生理に克てず

寒威に服從し

わづかに事なきをのぞむ

ああ冬、いまは冬だ

季節も、そして國も






讀書




　私は讀書において貪婪である。しかし、私の讀書は、熟讀精讀のそれであつて、のぞき見や飛び讀みなどの習慣はもたない。無名者の寄贈書なども、熟讀する點では、名著と選ぶところはない。それほどいづれにも尊敬と興味がもたれる。仕事の關係から、日記には史書の讀後感が多い。

○讀書


戶外に雨をききながら

讀み入る人類史前史

爪哇猿人の昔から

北京人、ネアンデルタール人

舊石器の後期に出た

クロマニオンの壁畫

同時代の各種族の婦人崇拜的彫刻

いつも樂しく

然し深刻に生きてきた人類

これからもそんなことが

長く長くつづくだらう

せめて力は弱くとも

高貴な魂をもつて

先人のあとを

私たちも追うでママ〔て〕行かう



　次の長屋の詩は、モルガンの「古代社會」をよんだ時のもの。

○長屋


純朴な元始のヘロデが

アメリカ平原の

イロクオイの長屋にと

その生活を安定させた時以來

われら人類の祖先らは

秩序の共同性をうち立てた

だが中頃それが

獨裁制にとすりかへられた時以來

わたママ〔れ〕ら人類の不幸ははじまり

かつての長屋は跡形もなく

そのあとには

貧富兩樣の家々が立ちならんだ

ああいまにして知る

かのイロクロママ〔オ〕イ長屋の

いかに美しかつたことか

ああわれらの故鄕イロクオイ長屋よ

待つておくれ

いつの日にか私たちが歸つていくのを



　アメリカにもソローなどのやうに、極端な簡素生活を實踐した人もゐる。文化と反比例してわれわれは原始への鄕愁をも深めて行くことであらう。それがまた文化の極致であるのかも知れない。

○歷史


メソポタミヤやエヂプトから

最初の文明がはじまつた

それらは大規模で

等質的なものだつた

次のエーゲー文明は

海沿ひの平地や

峽間の小區域から起り

自由な思想や美感をもつて出現した

わが日本文明は

エーゲーのそれと似てゐる

平和と自由の名において

わが歷史を見直さう



　日本は地理的關係から外的刺激が少く、この點エーゲとは違ふが、すべての歷史現𧰼が實驗室的過程をとつて發展してゐることは、自分の仕事の上でも感じたし、そこに形成された日本文明こそ見直さるべきものと思ふ。

○雲


冬においては雲が忌はしい

光をさへぎる雲が

寒さや萎縮等

一切の停滯がここに芽生えるのだ

自由よ！

私はいま希臘を思ふ

物の背後に實在を想定したパルメニデス

神話傳承を批判し合理化したヘカタイオス

これら自然及び文化の先驅的科學者よ

その思索の自由はどこから羽ばたいたか

奴隷勞働を基礎とした餘剩生活からか

祓淨を重んじ道德を追及した

かのオルフイク敎的な簡素さからか

いづれにしてもそれはそれなリに

冬の雲を打破した時からだらう



　とにかく、ギリシヤ史はあらゆる意味で面白い。この詩にはふれてゐないが、古代希臘の女性觀などは、わが室町以後のそれと殆ど酷似してゐる。

　私は讀書を、槪して雨の日とか、屈托した時などに、腦を洗ふやうな氣持ですることが多い。けれどもまた身邊の騷音や、世相のあはただしさを意識しつつ、それに抗するやうに讀書を强行することもあり、その感想を次のやうに作つてゐる。

○成育


新聞は傳へる

世相のけはしさを

ラジオは叫ぶ

政權の變動を

私は讀んでる

ラフアルグの「財產進化論」を

これら内外の混雜の中で

私はひどく疲れ

だか大きく何かをつかむ

私は私の細胞の不斷の成育を

全心で知つてたのしむ






折々草




　終戦前は、疎開問題について、たいへん頭をなやました。いくどか疎開しようとしたが、書物の持出しができなくて、結局踏みとどまることにした。そして私の家は幸ひ無事であつたが、かへつて疎開する筈だつた鄕里の家が罷災したのだつた。

　終戦後は、防空壕をとりこはしたあとを菜園にしたりして、飢ゑとたたかつてきた。

○飢ゑ


闇なしの二度食

三十坪の菜園をいのちと賴み

虔ましく正しくをモツトーに

夫婦相はげまし相支へて

どうやらけふまできたが

じりじりとつめよる飢餓感には

もう二人とも勝てさうにない

どんより曇つてる冬空

燃料の乏しい室内

めまひと頭痛

どこか遠くで空洞の反響

ねむい



　私は貧しい家庭に育つて粗食に馴れてゐる上、小食なので、缼乏にはかなり耐へる筈であるけれども、こんどは長期にわたつたせいか、時に猛烈な飢餓感に襲はれることもあり、瘠せ弱つた。しかし、主副食の闇買ひは、遂に一度も（人は容易に信用しないだらうが）したことがなかつた。

○お八つ


お八つにじやがいもと大豆を

釜に入れて

外竈で炊いてゐると

頭の上では油せみが

時を惜しんで啼き

秋の深まるのを嘆いてゐる

隣りには病人でもあるらしい

見舞ひの聲などする



　これは昨年九月四日の日記にある。その前年までは私の家は森の中の一軒屋であつたが、西と北に百軒ばかりの警視廳住宅ができ、しよつちゆう人聲をきくやうになつた。はじめはずいぶん困る思ひであつたが、馴れて見ると、

　　「秋晴れや隣りの人と語りたし」

と駄句つてもみる心境におちついた。

○留守居


さびしい留守居

ひとり門に出て

遠くを見つめる

よその人ばかりが

ひつきりなしに通る道

はればれとしたよい天氣だが

私だけは別な氣持で

そぐはずにゐる



こんな詩も見える。

　「女性史」の日本における意義——ぜひ婦人が開拓しなければならぬこと等を、私に敎へ、この家を建て與へ、外界のわずらひを斷ち、賣文をいましめ、書誌學の初步から、カードの作り方まで、手をとつて導いてくれたのは主人である。主人の敎をきいてから、私は自分の仕事が個人的なものでないことを知つた。多くの人が主人と共に私を助け、導き、一緖にやつてくれるのでなければ、「日本女性史」の全き編纂はとてもできない。この仕事は困難である。私のやうな敎養のない、缼陥の多い一女性の獨力ではできるものでないことを、仕事の進捗とともに悟るばかりである。

　それに、當面するわが國の苦しい事情は、書齋人をも埓外にはおかない。私は自分のこれら一切に處する態度を、一月二十日の日記に、感情と理知といふ題に託して書いてみた。

○感情と理知


われらは自らの感情においては

自らの屬する社會の

あらゆるのつぴきならぬ現段階を感ずる

だが理知は

それらすべてを客觀し瞰下しうる

ああ感情の高鳴る時不幸な時

私たちはただ默して

その演劇の

その深刻な舞踏の一過を待つしかない

理知はそのとき弱々しい

だが結局理知も强いのだ

感情と理知

この兩者の自主性を回避することなく

どこまでも生きて行きたい



　やがて立派に再建される日本もくるであらう。
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